
静電噴霧による消煙実験結果について (第 l報)

Results 01 Expenments on Smoke Removal by 

ElectrostatlC Spray System <Series 1 ) 
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In order to effeCliveJy fighl fire in tightly-c1osed. fire resistjve buildings and undergro凹 darcades 

rirefighte時間eda nozzle whにhi5 capable of removing thにksmoke and toxic ga詑S. Th凶陥 a

conLinuing fundamental 51udy for improving the (ire extinguishment 3nd smoke.removing 

performance of n02z1田 thalare in pre閣 ntu5e. By comparIng sim凶ew3ler叩ayapp1icalion and 

electrostatIc waler spray appllc3t陥nusing an experimental eleclrOSlalic spray nozzlεwhich崎 newly

developed. we proved the剖 periori¥yof the electrostatic叩同y<lpplication by expcriments. 

l はじめに

本研究は 消防用ノズルの消火消穐性能向ょ

に間連して総統的に実施している益優実験である

が。実大規模火災において発生する調埋.有湾ガ

ス容を効果的に消滅な U しは排除するたのの基礎

資料がか伝り不足しているのが現状である.

そよで.静電盤主義技術を応用 しに実験室甥ilの

禍煙突験を実施し.単 水喝窃放射と静電's露政

射を比鮫した場合 消煙効率は i象者が的20%噌

却し 目 視程If~m時聞が相当垣附される結拠を得た

ので.新し〈実験周停電唄錫 ノズル<c試作し.2m' 

の埋2音質三極観に対して消煙突験を行フたので概

要を報告する.

2 実験項目

111 漫揖貨の自然波表時間測定

121 Mo電噴窃ノズル回放射特性目測定

ア紋射F惨状

イ放水鍾

ウ J.，kDJU電位子径(単一水噴潟政射且ぴ静電

吻"放射}

間消煙効果の測定

7 ，降 水噴11M<射による消埋効果

イ 帯電ホ噴，，:放射による消煙効果

-恵三研究室

I 75 ) 

3 実験期間亙び実験場所

自昭和四年12月IG日 至昭和四年3月28日

総合実験室

信義器実験室

電気実験室

4 翼鞍装置lJlU実験方法

111 実験器置

ア発埋炉

直後280田.ir6さ 400皿 I 厚み1.2固め

鍋仮製ドラム缶で製伶し。木質片 {又はポ

リ玄チレン位)0.5k，gを役入し.郡市ガスに

より軍機加問して煽焼煙念発生させた固

イ 集埋箱

大会さ約2m'(たて 1.2m ょこ 12mx 

高さ 1.38m)の気密な鋼仮製想形憎で上

面恥υに静電噴籍ノズル取付ロ.煙濃度測

定ガラス窓(同町x80田 I2カ新.点検ロ

(直後 150圃 φ) ドレノコ νタ等を絞り

7匂.
フ 静司Il'lt寂ノズル

実感悶4-E剖干しず傍ll!噴窃ノズルのI~i.ù

寸桧<c固 1に示した.これは ヱアレス型

高圧噴穆ノズル lロ荏l.5皿 φ}を中空門

雄状のデルリ y製プロテ タター内劃面に直

径 170皿 φの阿環状電極を後宜し.ノズル

先場'ニグ?ンドピ yを絞りた同道のもので
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ある.噴官歓射問崎と同時に直視If，電圧発

生援の像作ボタンを押してーも30.......-50kV

のCI櫨性電圧Htl<!に印加した場合 ノズ

ル先端のプラム〆ドピンに'01向して電界が情

f<< ~れるよと から守こ の句界中合通過すo

"町商樗也子の表層面11電併を櫛ぴる園

""プ附うPクター

~υ 

国 l 静電ノズル

写真2 像作盤亙ぴ高圧発生器

¥161 

エプランジャポ yプ

ノズルに高圧送水するための動力ポノプ

1".俵火吐的圧力56kg/cn'，紋水!d:755U

分である.

.. 衛1Il圧符生我間及び掃作磁

高賞1庄完生主主Ili本体の大きさ凶 たて

ぬO田 λよニ 200回×幅 lGO圃 1 温Jt3kg

の直抗高官E庄発生器で，県作鍵は白領300

阻X高さ 3凹阻×奥行き 200皿で4倒のオ

シ オフスイ ッチポFンが取付りてhり固I

策'I!でゐる.

方 1空調皮ilIIを'1週間

直隆30岨 .J毒さ100圃の援ピ襲パイプの

先楢に CDS七"を接着してセノサ- >L

茸筒側阪の恕ガラスに取付11.この七Yサ

とn向ずる位置ft: 1.2m)に40W白色
電涼を股定レた滋光型煙演皮針金周ぃ 測

定問、理は CDSセル受光星に対応して抵抗

が宜化ずるの金利用して回路構成し.縄海

度の時聞に吋tる変化量を電圧に変検して

XYプロッタ で記録する.

キ 水噴!'l也子径の測定義世

静電鴫鰭ノズルから放射された噴涜体を

コロジオン獅腹で調費したスライドグラス

ょに術提し写真3に示T工祭問販徴鎮{ユ

ニオ ン光学製 Exametlを使用した.

回 実験方，去

ア燦の生成方法

l司2にホす実験終置概略国を審開と して

まず。木賢月{又i孟ポリ玉チレ ノ位)0.5k，g 

~発煙~Iこ没入し。 111市ガスコ yロ上で加

納L 縛燐温笹発生さ ぜたc iPr.句樹皮が

300・CH!えると.j当機材料が然分解し煙量
がm却するかo.エアーコンプレッサーの

写真3 額穐舗によるホ噴露粒子の樋~



Lfさ〈 空気によ~てこの程をu!湾施に圧送

した.t総得筒内の痩濁"!IC， 筒先係雲監}

が.3.4......4 41二信ると.'唖1事買が'i'8，1-¥惑

に進ずるから.ニのと空全ての泊:..tu!'遮
断じて;起厳全開始した..た ，、JUIヒエタ

;， (C.C e .J又IlmlW加'1'を主成分とする
絡公'，If'fr:煙片 IJIl比 1Ol'[)fo3-4制η火

§せて 範煙繍内で煙官官~発生Jさせた.

したがって 今回iム ニ繍別の埋ば対する

淵煙{又は緩慢}兆騎を潔継した.

水'"関'"脊 γν，イ ドペルプ

"プレシサー

図2 実験慈置慣略図

イ 梢定量実験方訟

ステンレス砲円筒i:'Jタンクl容量 100t) 

に*~充満させてプランジャーポンプ{写

J'l 1 )を用いてノズ."二高圧 110、20kg/ 

，..)送水する.ノズル11<射庄))11，ノズル

恨正に限付Itr.ニ尽力.'!rlQliI/によって読み取

.) .ノズル政射圧力が 10ka/CII'又は 20Iq，/ 

'"に写るようにした.ノズゐ庄hの調鐙IJ

7安 J ジ‘ ， l ~;; 7醐山町JJ調E弁で行っ. 
-・
消矧実験11 司E煙iul'i...);:R曾旬の煙fftt管

{減光係数 C，)均 JH;よそ34 ........4 _ ~ (;)安定

かっ~1賀状態山痩花賞に射し て行った. ま

ず。 単 水明裕にムるf円句究院I!.Ifl射圧

力をiOkg必ずJkぴ20kg/ca'として 5分11¥]

写真@ 僻電噴寝ノズルの組射状況

{圧力20岨1""電圧SOkV)

C 77 l 

~c二. 裕司正水噴窃'"射に よる ;n 句事実践1' .

JIl-水明i1Il~射に よ る場合と同じ費舗で行

い。放射圧力を 10kg/ぽ及び20同/ぽとし.

ノズルに併鮫した篭憶に -30kV--50kV

のu'i百t電圧を印加した.，旨払ニれらの実

験IJ.すべて 十種作盤に取付けた 4倒の抑

レボタンで自動的に行い.水抗弁の開閉"

正き〈空耳じよヲて行った.

また。 噴予普段射開始と問問干に IJt崎和側

緬に股けた40W白色沼球eCDSセルで
l，tIfit'Jる尚光型哩:11'賓針によ り唾下電怖の光

学的減袋織~刻定 L . 消坦{宜!jØ.戸建}時

間!凶線をXYプロクターでn耐JWした.
タ倍。 rt1 - lf';. 'níA fa.子役ll.ぴ屯何~.~i} ぴ

た水'll宿.fJi.fl1!I;t，サンプリ ング後 L怒

川崎倫鏡により沿掬L白役子IHh1!1砧尽そ

統計処砲した.

5 賓鞍結果

川 涯織貨の8然減表時間同捌定

本実験に'"いて使用した煙'，it1は 木賀tl
;r. 1)エチレン位及び発唾j十号訴材eLている

らゆであり，前 ðのニfíIl.~ 1l 1l.;tk，月で。 後 11

は -Mの使焼帽である.

写~ F. polyethylene t歪拍子



静電噴甥ノズルによる水喰甥の放射形状

を写真，. 9に示L1:.o写真8は，叡射圧

力20kg/Oll'時の単一水噴鍵の蝕射形扶であ

り。写真9は.n全射庄JJ20同1m.50kV臼
加時の/!J.射形状を示しているが写真8

写真9を比綬する k 無帯電放射の喝合の

ヌ刊に勾 な分布で政射していることがわ

写実7

これらの煙甥宵の安定性は，主に煙佐子の

大きさとillr&:".らびに雰囲気温度によコて"

轡される.回3に，これらの煙甥貨の自然減

衰~時間幽線告示した.園3から，身長煙箱円

の雰囲気治度が8.......16・Cにおいて 般&安定
性の大きか9たのは。発煙片によって生成さ

れた埋IJ質であり，次Jこ.*質煙が比絞的安

定位性状を示したが。ポ.)ヱヂレン煙は 前

者の二種類の壇甥賓と比鮫した嶋合.きわめ

て安定性を欠いており，自然減衰剛聞が厳む

遣い結集を示した.したがって，この煙甥貿

の自然減費時聞の測定結果から.ポリ エチレ

ン煙は消煙 (ヌほ減爆)し易<.発煙片から

也'"された煙露貿は消湿しに〈いことが予想

さ"る.

(2) 鯵t噴揖ノズルの放射特性の測定結果
ア水噴需の形状

，，-噴稼放射状揖{圧力201.，/ぽ
電庄町kV)

写真9
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かる.これは 放電電極とノズル先砲に取

付げたグ?ンドピンの位置聞係に起因する

現象とみるこtがでSる.

1 "水.
静電嘱需ノズルの盟水温凶棟そ国4に示

した.今回u)実験6こ釘Hては 水噌錫紋Ij

e今聞をs分間とLているために.敏射fE力
10 "1<>'&ぴ20k8fc.'B暑に必付.滋水量'j.
それぞれ 4e. 5 fである.
ウ 水噴事香組子径の捌~Ë結集

水E・g包子径のザヲター平均値"表 i
表"こ示すように 単一水咽旬以射の治合

51.5μm. -50kV印万四専の宇野屯，j<q剛造依射

のi結合 llO.5pmで"った.したが勺て.

この結果から判断ずると 1 岡郡傘"屯穏化

現象拡毘めもれない一二とが分る.

~tÎ' t ./  

" 

。 s l() I~ 初

鼠射医刀，"，〆ぽ』ー+

国‘ 紛竜門賞揚ノズルの級水量幽11

間消鍾効果の測定録媒

窓実験に伺いた木村11<<1合成樹脂による煙

揚句Il.発生炉月温度告"。問、4曲・Cとして発

生させた級銭湿であり.海植に庄入される時

点κ結いて" 常温 (8-1oC)状態土なる
ようにした.このζとほ.穴泡{ヒエ"又"

‘拘置量ヵ Jを主成分とする傑煙片によって発金

さぜた煙窃関b金〈同じであり.今回の実験

においては 常a状憾の爆に吋ずるs分聞の
単一水沼放射及び稽電水明お銭射による消理

効I!!II;4受実験"実施したものであるa

7 "射圧力IOkg/cm'時に鉛ける禍州幼県

回5. 6. 7iζ叙射圧力 10ki/cm咽?の木

賞煙.ポリエチVン煙，&ぴ発煙片の煙甥

"に対する消煙実蛾結集含示した.

団3の"貿煙車に対する煙調度ー町間歯線

(9) 

をみると 単ー水唱宛{印加竜町OkV)放

射の嶋合。凶"が厳む上側に位置しておワ

30kVかり SOkVi二国却T電圧管Ifl~させる

にした8って 格唾句果念願lil':IU)ll.る

-・99 '" 
=姐l

~. ・・

高齢l
E五3

'停電水噴餓祉予 (政射圧力20同ノw電圧50klJ)



にピータが"'hれないことであり よれば
他の有慢性硝煙剣叉"表面張力低下綱審民

会した水噌IUIt射にみられタい&ので噴

窃級射"'"こ視界が建断さ，'-'"いという利汽

がめる4とを示している.

国6のポリエチνン忽応対する煙iJ車、

町閉曲線をみると，木質厘の喝合と腐なり，

消慢効果の釜奥が少な<.r.リエチレン縄に

対しては.制ー水'1I1ll1a射の喝舎でbかな

9良好'.端組効果を示した.回 31':.Hltる

煙湾賓の自然減資略聞illI織に示したように
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結果.煙副限度ー時間illIliが，単一水喰窃放

射の下側に位置するようになる.また，印

加電圧 30kVと印加電圧却kVのと き老比

鮫すると 埋ilIllI:減策時聞に大O!~差異が

袋われており.消煙効$としては 煙濃Z

の初期恒と煙量llll:の廠線価の涯と.この狸

漉度減衰時間四珂者金血附して野慨する"

更がある.また.固5に示す狸濃度一時間

幽観の大き信符徴は.噴手書鎗射中にillI緑野
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埋実駿結果~示 し た.

国8の木宵煙に討する煙，.11:ー椅間幽鎗

~ みると。周陣ー水..曙放射の喝舎の曲線，<

Eも上倒にあり.印加電圧を 30.40. 50kV 
と淘加するば したがヮて 痩漏度の減衰E艇

が亀庄上昇*1::一致した凶線全えO(< m よ
れは，図 5のd図録鮮で。 50kV印加晴の符に

良好伝説書提蜘練と間合してみると。印加電

圧と噴慣の政射圧力tのパラノスのIi・が

表われていると考え勺れる.叙射圧力 10

k&/ClII' 1::鍛射圧刀 20kR/cn'の単ーホ噴諸銭

射による坦ill!lr-時間凶織を比鮫する C.

政射正力 ~I・m した渇合の方が明らかに

筒理効ヰが増大するがニれ(j.ノズルから

噴出する水司自鴬敏子巨大!'".5:党射速度li与

えることによって椅煙効摩を向よさぜてい

図10

*宵痩に比駁してポリェチνJ煙湾慣がエ

アロゾルとιで不安定であるこ とIJ';.ポ
リエチレン厘(j単 水噴鴛歓射の場合でι
良好"禍慢鋤果~示した ものと考えられる.

また ー30，-40. -50kV印加時には印加

屯圧に比例した梢鍾効集者HIJた。

，，:<こ 回 7の奨甥片煩宵賓に対する煙a
g度 防"1曲線をみると，浬濁度初剛健，<
Cs: 3であり 木賞煙やポリ~チ ν ン痩の

煙oIJr初期憧 (C$:3.8......4 4)と比依する

と . 非常に (Ullr~こ b かかむらず I 壇淘度

時間幽線はがんH.令下降図録を箔いて~

り 消煙効果が怠わめて劣3ている結果告

示した.したがって 固5. 6. 7の実駿

結果を総合すると 発煙Jヰ3木質系〉ポリ

エチレ yの閣記湘燈雌易度としてう;-:.-タづ

げで毒る』とがでさるわけで このニと1;，

他の政射条件に忽いて実腕した結果で b問

憾である.

イ 館町圧力20同lat時におりる梢理効果

国8、!iQJOに鎗制圧刀 20kg/~碍の木質

種ポリエチνy漫および発煙片埋n慣の橋

-0凶
4・-3GkV-・似V'φ刻kV

m・f医mll~〆包材

るものと考えられる.

国 9のポ リエチνJ煙K対する題調RJr一

昨閉会総をみる c.. .il-水噸粛放射による

梢湿効果が良好であるために。回加電圧を

パラメ タとした消煙効稲に"とんど差が

"い.1~6&ぴ回 9 のポリエチレン痩に封

ずる割高理策鍛結裂か勺は いわいる ロ複合

成高分子均賞金禽併とする続也村から受注

する煙は.天然セルローズを需材とする木

材から発生する煙よ 9"梢痩 UHt械哩)

し易い‘ニ &が.~般的正明らかに伝った.一ニ

れに幻して 図10の発縄問領稽宵の纏演出

一時間幽燥をみると厳-*咽錫鰍射による

削寝間拠'..わめて良好にltわれてj;り.

このこ止は.!ll射庄力"油加して水.a震包
子に大きな政射湿度を与えるニ とにより

組微位チで相時成された痩li貨に対しても惚

( 81 ) 
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当の消煙効果を期待で倉るといえる.しか

し。図10の帯電水司llJNl射による煙複度

時間幽鰻からは。劇風ー水唄1'1政射と比敏し

て大きな差異が~<.十分な?内痩効果"得

る二とができとXか勺た. の理闘は。この

慢の消煙突験の I~現性が， 主として放電電

也の汚染に膨轡されるよとから印肌曙圧に

比倒した効岨が得られ'.い喝合があり 今

後の問題として倹討する必曹がある.

いずれにして L.~のよう信緬安定系煙

甥貨に対して梢煙性能を向上さ宅金るために

は水噴第鈴子に大き，"tII.射湿度を与えるk

問問に印加電圧をさらに高〈するとか噴混

体にロ テ ショノを与えるというよう令

工夫が必要であると H える.

表31::.以上の繋属結果から捕獲効率を算出L

，~ Lのである.

事実3 噴鍔放射5分後の，胸煙動車(%)

木健系 .t 'J且1'"" 発痩片

鋭敏射 77 90 62 
IOk&/ai 

+日ーv自国 97 % 75 

a陣 紋射 " 95 87 
20kg/CII' 

崎祉V田園 97 97 92 

_ cs 俸調"'IJJ周f1'1-5flo穐のc.".11' 摘鍾)tjJ!fi-"'" .，....， .. ， "};.""Il'_':'::'::::: ... ~%._ ." ¥( I∞ 
必 c...調鹿初期綱

制闘白=the平
10 鍾m・'"旨いと坦の党雌

1 鐘膚を通過したときのリ.. 

， : ~・帽の長さ(I . 2m )

e :WI!¥N般の鹿 (2.73l)

6 考察

111 水噴露総子種と都電状坦について

工集周顕微鏡で鑓彫したスライドグラ λ上の

水噴籍組予を観察する L 例えば守也子径の

分布II!固としては.I隆少値が 7.7μmから録

大筒H如m (実峨条件:悠射圧力20kglarl. ; 

の大小によヲて司君旋体の性状を究明するニt.. ・b簡便夕方法である.水喰儒位子膨抹
の大小...拠純，"1/.術"'1$]飽→mとして表わ
すよとがでeるが，これは単 3をさの平均値
であり。制密度を欠〈きついがあるa そζで

現在では 体面積平均敏子筏(ザウタ一平均

tIt: 1-t主}が需用"もているが，Dn唱 (，デイ

アン俊)<Dm(鯨待1平匂径)<Ds(ザフタ 径}

とタヲて ザウダ径が算術平勾筏よ勺 ι大
.，d.~ とべるのが組例であるが. いずれにし

ても噴流体の性状を正磁に殺現できればI ど

のよう信袋示方法でbよいわげで'"る.袋 l

表2の実験笛架から 単一水明省政制と僻電

水司'1IIt11.射の場合金比般すると，ザウター耳Z

勾包子径として.$-水噴霞枝子慢が 51

5μm 帯電水明震徹子径が11O.5"，mであり

""111化現織は顕著に表われていないが，図
11に示す飽度分布状理毎回をみると。帯電水唄

鋪tII.射の也子径は 50μm以下のものがかな

リ高い分街撃と伝っている.高い静電震化現

象，.得られ'"い理由kして".現状の静電盤

3警告愛情でも液体の電気低統儲として O. 
02Mn以下の水溶性被体の111111甥化が困雌で

あるといわれている圃

今回の実験筒果から帯電占拠噴1I松子に町箸

信網煙助娘があることは明勺かでるるがI 水

"1'1敏子の錨徴値化を静電作仰により'"鈎で

鱗得でき伝いとすれば.ノズルに回転索子.

E貸付るよう信工夫む必要であると考えられる.

次に.水喰縄住子の帯電状況については.

静電晴摘ノズルにより叙射した喝合の水町宙滞

胞子は常電JIl(噴流体の手K電筒阻1.明確に

で§れ'i消煙鰻禍の解明に手がかりが得られ

ると考えつれるがー現在までの研究段階にH

'00 
ー・-.0-'"唱指政・t
F 且-"竃*河I"al時

印加電圧-40kV)tで大小さ卑ぎまの組子 ""初
勝が存在する.'11暢ノズルから級射される噴

8巨体そのbのを，K鎗商事度カメラによって錫

膨し.噴混体の性状を分析"行うこと b解析

手法としては きわめて有商であるが，等研

究で笑砲した静止状恵にある水喰需也子影状

(82 ) 

。

• 
.• 

"附位径 (~m )

図11 粒度分布幽織
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回J3 静電鳴舞ノズルの消湿原理図

に 倶砲.，回復するーとがで8るわけである.

単一水噴指紋射による桝舟劫畿の後界情そ

75%とした縫合.*喰窃悦f径 (ザワター予

均也子佳)1;約200μm以下のもので梢埋効果

が得 9れているが 92%札上の消煙効率全期

待するためには.水喰窃包子lゑを 100μm以

下とし4亙れればなり'"いことが今回の実験で

明らかになった.三た 回目以上の梢厘効率

f-jijるには，締電噴議ノズルによる悠射が必

要である.

凹 静電噴lIiノズル田安全性について

この樋の僻;ttノズルの揺慌 に対する安令

性U，tJ電盤策問ノズルiζ壁処Lたものと
なるが。 伎の峰111に対する危険VIを少'.
< -，るた的には電庄より L体内を疏れる
回路t抵抗によって定主る電流惚令小さ 〈す

る必要があり I ニ"克験に用いたノズルで

は. ノズルに併践した電極部に問J加される

30......50凶。 。高屯庄にr干して電流慣は回

、90.u.<¥(0. I mA以下}ときねぬて小さ H 二

( 83 ) 

けてほ 単一水喰第彼射と静電噴穏忽射の比

較実践を行"て 1 高1Il圧発生留からの出力買l

mと消費効J!!など間銭的，.究明万法を とって
H る . 現状電極近併記位置 T る '!I流 P~ tJ!電界

の"習を受け て大き令 電荷~与える礼 申'l'

同銀型の噌塩分布状懸を且ずるものと考える

が 液滴合組徹tl刊とすれば，それに比例L

て水明符飽子JJ.t'<函喧(.llitが噌大するものと

思bれる.

間 帯電水喰揖紋射による消煙助巣

1)1-*噴窃hI<射と帯電水噴霧敏射による梢

埋効本~ll供し とえ凶合。前途したよう に宵宣

伝差bあり.併百草鴨<iノズルによる般討Ji法

が きわめて有効であるニ とが分る.図12.13 

1率 二aJ:，t作Lと神電噴霧ノズルにと るirt舟

臨理を説明 「るたののむので h るが. まずI~

1 2奄みると，無噴窃1九旬においてノズルに IJ ~

設 L た屯僚に 50kV 高電正{貫I 武 I~ : 

90μA)を印加したと き白煙捜度一時間幽線

であるが.煙i農lr"時間1相{情相}にほぼ平

司析であり消煙効果"殆んどI!lめられなHこと

がわかる.これは縄罰を絶縁したり 綾地し

てむ同級な結製である.レたがって 回13に

宮沢 T ょう信仮aによって。 この祖の僻2量噴宣言
ノズル刀lflt室効果告説明することができる.

r伝わら静電噴.J.lノズ"に筒1Il圧のみを印1m
L 1:状態から ， ぶ噴翁I~射を付加した状簡に

切f買えた喝合 環状電極とノズル先端のグラ

ノトピノに電界が構成されて プロテ タタ

内側附近を過過する晴1JIl体の倒成徴栓子鮮が

静電気{屯向}<-脅HI.~この 司(.;1!!-帯びた水

'It減給'fがタ ロノカにミョて煙包子と引き

合1.)，'"噴稽包?と煙泊予が税和力~，目 L .

煙恒子会吸脅しゃ r，なる tの E考え勺れる.

したがって 喧組子に 主って附成き礼た濯翁

慣は エアロ ゾんとしての安定性そ矢い 大

気中に浮透する ニと がで ~ q < な η 底力沈降

する.

'!i1官官の臼伎沈降 UU::自然祇袋1" プ

ラ内〉 運動による徴佐子相互の衝3をや凝頓に

よって不安定系と4よる二とてa明されるが.
単 水目白稽鎗射又"帯電水町町官級射を行ヲた

場合 晴稀官のエアロゾルとしての安定性を

さねのて包時間に尖わせることができるたの
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とから.人体の略篭に対する安全限界値(お

よそ 3-5mA) と比駁して問題l.t ~p~ ま

た.ノズルの政111現象による可然ガスの爆
発危険性についても。火花級官H 生じさせ

'"い司liili値 (ImA以下}に抑えてある ζと

から.火災現泌にI 飢えば.殴イヒエテνン

{最小発火エネルギ o 082mJ)のよう
な格殊佐有償物質が存在し住い8・~，発火

する可能性は全〈信いと考えてよい.

いずれにしてι消防倹譜と して実関化
を検討する段織ではこの纏のノズルの様作

ょの安全性を考慮する必要がある主恩われ

る.

7 まとめ

3見夜~での研究経過をまとのると 静電鐙装技

術を応用した勝電噴宛ノズル記よる消煙方法は.

!o本的ι 水司!lIl章子慢の大小.分布置且帯
電1I!lI¥J量に闇保して消煙効率が例目減することが
明らかに右った.一般に.合成樹脂の煙匁賓の

ように本質勿の煙に比鮫して包チ径が大きい場

合には消煙{文は減処}し易いよとが判明した.

{84】

今後さらに水噴霧ノズルの消煙周到医を改益する

たのには

川 "'噴縄紋ItS状.'広角度で紋射分布が均ー

信ノズルを開発する.

121 水噴11包子に大全信銀射速度を与える.

13) 水噴智也子怪{ザウタ→平均純子後}を

JOO，um以下のものとする.

1.1 水噌甥也子に食電荷{旦は正電荷) ~与え

る.等撃のことが必要でhる.

今後の研究としては.車交水Jitの増加と水噌IlI'l

子の樽111状況あるい陪ノズル及ぴ電恒例遂の改良
等とな勺んで簡便な畑作性 安全性等について検

討を鑑ね。実用化が可能でみるかどうかa基礎的な
研究を温めてい〈考えである.
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